
この手引きは、市民の皆様が断熱改修促進事業補助金を受けるた
めに必要な手続きについてまとめたものです。

市への申請や報告の際には、この手引きの該当する部分をご確認
ください。

【お問い合わせ先】

市川市 街づくり部 街づくり整備課

〒272-0023

市川市南八幡2-20-2

電話047－712－6327

FAX047-712-6326

2025.4

住宅断熱改修促進事業
制度利用の手引き
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注意事項
・申請書は、消せるボールペンは使用しないでください。
・修正がある場合は修正テープ等は使用せず、取り消し線を引いて
修正してください。

・すでに契約済み・工事中・工事済みの場合は申請できません。
・申請を受け付けた後、書類審査の結果、交付決定通知書を送付しま
すので交付決定通知日以降に契約をしてください。

・市では施工業者の指定や紹介は行っていません。
・本助成制度は同一の住宅について１回限りです。
・同一の工事に対して、他の市の助成制度との併用はできません。また、
すでに市のほかの助成制度を利用している場合、本制度の利用が
制限される場合があります。

・市指定の様式は、市公式Webサイトからダウンロードできます。
(https://www.city.ichikawa.lg.jp/cit02/reform-hojo.html)



申請の流れ

●工事完了の報告に必要な書類
工事完了後又はお支払後３０日以内に報告をお願いします。

□補助金実績報告書
□内訳書（工事内容に変更があった場合のみ）
□工事を始めるとき・工事中・工事後の写真（日付等４点入り）
□納品書や出荷証明書等
□契約書（工事請負契約書又は注文書と注文請書）
□領収書
※利用者アンケートにご協力お願いします。

１．申請書の提出 

２．交付決定通知書の送付

３．契約・工事の実施

４．実績報告書の提出

●補助金申請に必要な書類
□チェックシート
□申請書
□現況写真（日付入り）
□工事予定箇所のわかる図面
□改修工事の見積書
□工事概要書および製品の資料
□市内の施工業者であることが確認できる書類（建設業許可書等）

●手続きを業者等に委任する場合
□委任状
□申請者の本人確認書類（有効期間内のもの）の写し

・受付期間中に街づくり整備
課に提出してください。

・手続きには本人確認の書類
を持参してください。

・郵送や書類が揃っていない
場合は受付できません。

●工事の実施について
・交付決定通知の内容を確認してから、施工業者と契約を交わし

工事を開始してください。
・工事を始めるとき・工事中・工事後の

写真を必ず撮ってください。
（写真は工事前後が比較できるように

撮影してください）
※工期・工事内容に変更などが生じた場合は

市にご連絡ください。

・申請書類を市が審査し、不
備等がない場合、補助金の交
付を決定した文書を送付しま
す。

７. 補助金の支払い

・実績報告書の審査を行い
ます。

・必要に応じて現場確認を
行う場合があります。

・工事を変更・中止する場合
は変更・中止申請書を提出し
ていただきます。

写真の中に４点を必
ず入れてください。
●工事名
●日付
●工事箇所
●施工者

５．補助金額確定通知書の送付

●交付請求書の記入について
・実績報告書の内容に問題がなければ、補助金額確定通知を送付

します。同封の交付請求書に必要事項を記入して提出してくだ
さい。

・補助金の受け取りは委任を受けた施工業者にすることもできます。
詳しくはお問合せください。

６. 交付請求書の提出

●補助金の振込時期の目安
・ご指定いただいた口座への振込完了まで約1ヶ月かかります。

申請後、交付の決定まで３週間程かかります（必要書類が揃っている場合）。
決定通知日以後に契約・着工してください。

２

・契約書や工事内容等を市
が確認し、補助金額を決定
した文書を送付します。



１．申請書の提出（申請書類チェックシート）

申請にあたって、以下の申請書類チェックシートに記載されている書
類をそろえていただく必要があります。
市指定の様式は、市公式Webサイトからダウンロードできます。

施工業者の資格を確認できる書類
市内に本店を有する法人、個人事業者であることがわかるものを用意してください。

・建設業許可証の写し ・法人登記の写し
・労災加入証明書 ・確定申告書B第1表の写し など

３



１．申請書の作成・提出（見積書）

見積書の入手、施工業者の選定

工事の施工業者（前ページの要件に合致する業者）に、見積書の作成を依頼してく
ださい。以下のような項目が一般的です。

直接工事費は「数量Ｘ単価」で計算できるものが大部分です。見積書を項目別に作成
するように依頼してください。「一式」の見積書では補助金額の算定ができず、再度
見積書を提出していただく場合があります。

工事内容の明細書の例

A 直接工事費

① 解体工事費 既存部分を撤去する工事

② 改修工事費 工事の種類別に記載

③ 復旧工事費 改修工事部分の仕上げ工事

④ 廃棄物処理費 廃棄物の運搬費、処分費

B 共通仮設費 （足場や仮囲いの費用）

C 諸経費 （会社の経費、利益等）

D 消費税

４

名 称 摘 要 数量 単位 金 額 備考

（１）直接仮設工事

足場 外部 枠組み ㎡ ㎡

内部 脚立 ㎡ ㎡

養生

・・・・・・・

計

（２）補強工事 １ 和室１

構造用合板 厚9.5 ㎡

筋かい 45X90 本

接合金物 筋かい用、柱用 式

壁 部分解体 補強部分+周辺0.91m ㎡

壁 部分仕上 補強部分+周辺0.91m ㎡

計

機器・器材類は
型式等を記入



６

１．申請書の作成・提出（工事前写真）

改修工事をする部分の全体がわかる写真の例

【申 請 時】 現状写真

申請者名

日付入りで撮影、プリントする。
申請時はボードが無くても可。

2022.03.14

・窓の断熱化
工事前の窓が単板ガラス
か判別できるように、ガ
ラスとサッシの接合部分
も撮影してください

①

・窓の断熱化
図面上のどの箇所を工事
したか番号をつけてくだ
さい。



２．交付決定通知書の送付

申請受付後、申請内容の審査を経て、『交付可否決定通知書』を申請者
に郵送します。

交付可否決定通知書の日付以降（ただし、申請日より6週間以内）に、
施工者と契約を交わし、工事着工となります。

１．契約書について
（１）契約書の書式

補助金交付可否決定通知書が届きましたら、施工者と、契約書を取り交わしてくだ
さい。契約書は、施工業者が用意します。

（２）留意事項
契約書に収入印紙が貼ってあることを確認し、割り印をしてください。
また、契約日が交付決定日以降であることを確認してください。

２．注文書と請書
施工業者等によっては、契約書ではなく「注文書」と「請書」を使用する場合があ

ります。
「注文書」とは、あなたが施工業者等に仕事を依頼する書類で、「請書」とは、施工

業者等が仕事を請けたことを示す書類です。
注文書と請書の両方揃って契約書と見なします。片方だけでは契約書の代わりにはな

りません。
また、注文書の日付が交付決定日以降であることを確認してください。

７



３．工事

１．事前の確認、準備

（１）施工者との事前確認

ア 施工方法等について

工事に先立って、施工者に次の事項を確認することで工事をスムーズに行うことができ
ます。

区分 細目

スケジュール

施工時間

・工事は何日かかるのか

・いつどこの工事をやるのか

・1日の工事の開始時刻と終了時刻

・土曜、日曜の作業予定

生活への支障 ・日常生活に支障のある工事は何か

・塵や埃が出る作業の有無、養生の方法

・騒音、振動が出る作業の有無と程度、頻度

近隣への影響 ・工事車両の駐車場所

・資材搬入車両の台数、頻度

申請者の仕事 ・在宅の必要性

・家具等の移動の必要性、タイミング

法的な手続き ・工事の実施に伴い必要となる法的な手続きの内容と実施時期

その他 ・申請者が外出する時の対応（戸締り、届け物の扱い）

・電気、水道等の使用の有無、内容

・トイレの使用について

・職人等の喫煙について

イ 工事写真の撮影について

工事終了後、工事記録写真（※）を、市に提出していただきます。

※工事箇所・工程ごとに、工事着手前、工事中、完了後の状況を撮影したもの

（２）近隣への挨拶

工事が始まると、騒音や粉塵等によって、少なからず近隣に影響を与えます。事前

に挨拶に伺うことが、トラブルを防止する上で重要です。

８



３．工事

２．工事の確認

工事は施工者が責任を持って行いますが、全てを任せきりにせず、工事が一段落
したときにご自分の目で確認してください。

工事後、壁等をふさぐ仕上げ工事の前に、工事箇所の写真が揃っていることを確
認してください。

３．工事完了の確認

工事写真(状況写真、工事後の写真）が揃っていること、工事内容が見積り内容と
一致していることを確認しましょう。

４．工事の変更等

いざ工事が始まり、壁や天井等をはがしてみると、当初予想していなかったこと
が見つかることがあります。例えば土台や柱の根元が腐っている場合などです。こ
のような場合、次のように対応してください。

（１）状況の確認、施工者との協議

施工者と一緒に問題の箇所の状況を確認し、写真を撮ってください。

工事費の変更が必要なのか等を確認してください。

（２）対応策の決定

施工業者の意見をもとに、対応策をご自分で決定してください。

（３）市への報告

現地の状況、経緯、対応策を市にお知らせください。「報告書」の提出が必要と
なります。

変更の内容によっては、「変更申請」等の手続きが必要になります。具体的な手
続きにつきましては、市よりお知らせします。

９



３．工事

５．高断熱の対象設備

助成対象となる高断熱窓は、以下の要件を満たすものとします。

（１） 高断熱窓は、熱貫流率が 2.3 W／（㎡・K）以下の窓であること。

国の二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（断熱リフォームに係る支
援事業に限る。）または断熱窓への改修促進等による住宅の省エネ・省
CO２加速化支援事業（先進的窓リノベ2025事業）において、補助対象
となる製品として登録されていれば対象です。

＜補助対象製品 URL＞

・北海道環境財団補助対象製品一覧 https://ekes.jp/

・北海道環境財団補助事業 

https://www.heco-hojo.jp/danref/hojoseihin.html

・先進的窓リノベ事業補助対象製品一覧

https://jutaku-shoene2025.mlit.go.jp/manufacturer/search/

・先進的窓リノベ事業 https://window-renovation2025.env.go.jp/

１０

熱貫流率

［W／（㎡・K）］

JIS 断熱性
等級※

断熱性

1.1 以下 H8 高い

低い

1.5 以下 H7

1.9 以下 H6

2.3 以下 H5

2.9 以下 H4

3.5 以下 H3

4.1 以下 H2

4.7 以下 H1



３．工事

６．高断熱の設置要件

助成対象となる高断熱窓の設置要件は、以下の要件を満たすものとしま
す。

・１つの居室において、外気に接する全ての窓に高断熱窓を設置するこ

と。浴室、トイレ、キッチン、洗面所、納戸等は居室に該当しません。

ただし、居室と区切られていない同一空間は全て居室と見なします。

１１



１．代金等の支払い、領収証の受理

工事が完了し、工事写真等を受け取りましたら、工事代金を施工業者に支払い、領収
書を受け取ってください。

領収書に、金額、お金の名目、依頼主の氏名、施工業者名・代表者の氏名、押印、収
入印紙が貼ってあることを確認してください。

銀行振り込みの控えは、領収証の代わりにはなりません。

２．実績報告

工事写真と領収書が揃いましたら、次の書類を提出してください。

１ 工事の内訳書 （※申請時と変更無ければ、添付不要）

２ 工事の実施直前、実施中、実施後の写真

３ 契約書の写し

４ 領収書その他前項の契約書に記載された請負代金の支払を証する書類

5 納品書や出荷証明書等

6 その他市長が必要と認める書類

３．補助額の確定通知、補助金交付請求書

市では、提出された書類により工事内容を確認し、「補助金額確定通知書」、「補助金
交付請求書」を、申請者の自宅に郵送します。

※添付していただく書類

１２

様式第８号 市川市住宅断熱改修促進事業補助金実績報告書

様式第１０号 市川市住宅断熱改修促進事業補助金交付請求書

４．実績報告書の作成・提出

４．補助金交付請求書の提出

補助金交付請求書を記入し、市に提出してください。

（補助金の受け取りは、委任を受けた施工業者にすることもできます。詳しくはお問合せください。）

５．補助金の支払い

市では、補助金交付請求書が提出された後、補助金の支払い手続きを行います。補助金
が指定の銀行口座に振り込まれるのは、補助額確定通知日から約1ヵ月後です。補助金が入
金されていることを、ご自分で確認してください。



４．実績報告書の作成・提出

１３

様式第８号（第１２条関係） 

 

市川市あんしん住宅助成事業補助金実績報告書 

 

  年  月  日 

 

市川市長 

報告者 住  所 市川市八幡１－１－１   

氏  名 住良 太郎   

電話番号 047－334－1111 

 

 

令和 4 年１０月２２日付けで（交付決定・変更決定）のあった市川市あんしん住宅助成事業補助

金について、下記のとおり補助対象事業を完了したので、報告します。 

 

記 

 

１ 補助対象住宅の所在地 

市川市八幡１－５４８－１（家屋番号 ○○－１） 
 

２ 事業期間  

着手 令和 4 年１２月２３日 

完了 令和 4 年１２月２８日 

 

３ 補助金の交付決定額 

 

      １００，０００  円 
 

 

 
 
 

申請時はまだ補助対象住宅に引っ

越しされていなかった方は、住民票

を移した後、補助対象住宅の新しい

住所をご記入ください。 

契約書の契約日を記入 

領収書の日付を記入 

様式第 2号「交付可否決定

通知書」の通り、記入して

ください。 

記入例  



１４

補助対象事業の実施前、実施中および実施後の写真の例

４．実績報告書の提出（工事写真）

【注意！】
●工事名
●日付
●工事箇所
●施工者
以上４点を黒板
等で写真の中に
入れてください。

▲イメージ

申請時と同じアングルで撮影してください。

【実績報告時】 施工前写真 申請者名

改修工事をする部分の
全体がわかる写真

申請時とは別に、
工事直前に再度

撮影してください。

・窓ガラス交換

【実績報告時】 施工中写真

【実績報告時】 工事後写真

申請者名

申請者名

・窓ガラス交換

・窓ガラス交換



５．補助金の支払い

１３
１５

住宅断熱改修促進事業補助金につい

住宅断熱改修促進事業補助金交付請求書
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